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平成 29年３月 21日 

各 位 

 

 

 

 

 

 

 

連結子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ 

 

 株式会社帝国電機製作所（以下、「当社」）は、本日開催の取締役会において、完全子会社

である株式会社帝和エンジニアリングを、平成 29年 7月 1日をもって吸収合併することを

決定しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 なお、本合併は 100％子会社を対象とする簡易吸収合併であるため、開示事項・内容を一

部省略して開示しております。 

 

記 

１．合併の目的 

株式会社帝和エンジニアリングは技術者の人材派遣、特殊機器販売を主な目的とし

て昭和61年に設立されましたが、このたび経営資源の効率化を目的に、当社による吸

収合併を行うことといたしました。 

 

２．合併の要旨 

（1）当該組織再編の日程 

取締役会決議日 平成 29年３月 21日 

契約締結日 平成 29年３月 21日 

実施予定日（効力発生日） 平成 29年７月１日（予定） 

※本合併は、当社においては会社法第796 条第２項に基づく簡易合併に該当し、株 

式会社帝和エンジニアリングにおいては会社法第784 条第１項に基づく略式合併 

に該当するため、それぞれ合併契約の承認に関する株主総会を開催いたしません。 

 

（2）合併の方式 

   当社を存続会社とする吸収合併方式で、株式会社帝和エンジニアリングは解散い

たします。 

 

（3）合併に係る割当ての内容 

   本合併による株式その他の金銭の割当てはありません。 

会 社 名 株 式 会 社 帝 国 電 機 製 作 所 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長   宮 地  國 雄 

（コード番号６３３３ 東証第一部） 

問合せ先 常務取締役総務本部長  中村  嘉治 

     （ＴＥＬ：０７９１－７５－４１６０） 
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（4）消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

   株式会社帝和エンジニアリングは新株予約権及び新株予約権付社債を発行してお

りません。 

 

3．当該組織再編の当時会社の概要（平成 28年３月 31日現在） 

 存続会社 消滅会社 

（1）名称 株式会社帝国電機製作所 株式会社帝和エンジニアリング 

（2）所在地 兵庫県たつの市新宮町平野 60 番地 兵庫県たつの市新宮町平野 60 番地 

（3）代表者の役職・ 

氏名 

代表取締役社長 宮地 國雄 代表取締役社長 平林 一夫 

（4）事業内容 キャンドモータポンプの製造・ 

販売 

電気機械器具の設計・販売 

（5）資本金 3,118百万円 10百万円 

（6）設立年月日 昭和 14年９月 12日 昭和 61年４月３日 

（7）発行済株式数 20,400,138株 200株 

（8）決算期 ３月 31日 ３月 31日 

（9）従業員数（単体） 328名 ２名 

（10）大株主及び 

持ち株比率 

三菱電機株式会社     11.21% 

KBL EPB S.A. 107704     5.98% 

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）  3.91% 

INTERTRUST TRUSTEES(CAYMAN)  

LIMITED SOLELY IN ITS CAPACITY  

AS TRUSTEE OF JAPAN-UP   2.66% 

刈田 耕太郎        2.63% 

株式会社帝国電機製作所  100% 

（11）直前の経営成績及び財政状態 

決算期 平成 28年３月期（連結） 平成 28年３月期（単体） 

純資産 23,910百万円 70百万円 

総資産 31,148百万円 109百万円 

１株当たり純資産 1,172.82円 350,941.38円 

売上高 20,702百万円 274百万円 

営業利益 2,166百万円 11百万円 

経常利益 2,030百万円 11百万円 

親会社株主に帰属 

する当期純利益 

1,420百万円 7百万円 

１株当たり連結 

当期純利益 

69.68円 38,738.02円 
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4．合併後の状況 

   存続会社である株式会社帝国電機製作所の商号、本店所在地、代表者の役職・氏

名、事業内容、資本金及び決算期に変更はありません。 

 

5．今後の見通し 

   株式会社帝国電機製作所 100%出資の連結子会社との合併であるため、連結業績へ

の影響はありません。 

 

以 上 

 

（ご参考）当期連結業績予想（平成 28年 11月 7日公表分）及び前期連結実績 

 

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する 
当期純利益 

当期業績予想 
（平成 29 年３月期） 18,614百万円 1,576百万円 1,398百万円 1,031百万円 

前期実績 
（平成 28 年３月期） 20,702百万円 2,166百万円 2,030百万円 1,420百万円 

 


